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Abstract. This study aims to clarify the effect of trial teaching in `Teaching Method Primary Physical Education 1" of Hiroshima

University from the viewpoint if students were able to find out elements of the physical education teaching by observing a trial

teaching in physical education.

The results are summarised as follows.

1. It seems that students were able to find out elements of the physical education as teaching skill for organization of "child's

learning more concretely by having experienced the role of a teacher and a student. Besides, it seems that students could be aware

of `teacher s altitude by having heard the lecture of "atlhde as the teacher in the guidance for the school experiences in addition

to experience of the trial teaching.

2. Because students played the role of pupils in a trial teaching, it was difficult that they could find out "child's learning and

"gathering and moving". However, these elements are important elements in physical education teaching at the school experiences

of the elementary school. It is necessary to explain importance of these elements further through thinking of the difference of the

trial teaching with the school experiences at the feedback meeting of the trial teaching.

3. Generally, it can be said that the analyzed trial teaching was effective from the viewpoint of noticing the element of physical

education by observing the physical education teaching. However, there is the problem that the feedback meeting of the trial

teaching have to be improved in order to make students find out the element of "child's learning" and "gathering and transfer" in

physical education teachi ng.
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1.問題の所在

近年, 「実践的指導力」 (日本教育大学協会,

2004)の育成が強調され,教員養成の体育科目で

模擬授業が多く実施されるようになったo三木他

(2004)によれば, 2002年に実施した調査で対象

とした教員養成63校の30%にあたる19校で,体

育科目の内容として模擬授業の実施が報告されて

いた。ただし,教員養成段階で実施されている模

擬授業は,各大学によってその目的や実施時期,

また実施方法は様々であると思われる。そこで,

模擬授業を実施することにより学生にどのような

能力が身につくのかということを明らかにするこ

とが求められている。

模擬授業は,体育の授業を計画し実施し改善す

るために必要な能力育成のために教育実習の準備

として行うことが多い。例えば,岸本(1995),

*広島大学大学院教育学研究科博士課程後期,紳広島大学大学院教育学研究科博士課程前期
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向山・山崎(2002),長谷川他(2003),日野

(2003),木原他(2007),岩田(2007)によれば,

「教授技術」や「授業実施能力」,また「授業評価

能力」,さらに「省察」が,これまで模擬授業の

目標や成果とされてきた。福ケ迫他(2007)や木

原他(2008)は,大学の体育科目で指導される模

擬授業の効果として,これらに加えて体育の授業

を観察する能力が求められると提案した。それで

は,模擬授業を通して,体育の授業を観察する能

力を模擬授業の効果として期待することにどのよ

うな意味があるのであろうか。

学生が体育授業を観察し,その体育授業がどの

ような要素から構成されているかを理解できたと

する。そうすればその学生は,教育実習の最初に

モデル授業として指導教員の授業を観察し,指導

教員の教授技術や指導計画,子どもの学習の実態

などの体育授業の要素に気づくことができる。これ

らの体育授業の要素に気づいた教育実習生は体育

を教えるために何を学べばいいのかという目標を意

識して教壇実習に取り組むことができるであろう。

木原他(2008)は,米村他(2008)が開発した

模擬授業のビデオ画像を模擬授業を受講した学生

に視聴させ自由に感想を書かせる調査を実施し,

このビデオ画像を視聴した学生が気づくことがで

きる体育授業の要素の枠組みを表1のように提案

した。この表1の体育授業の要素は,図1のよう

に構造化される。つまり,図1にある太線で囲っ

た大カテゴリーの「授業の実施」 「授業の計画」

「学習環境」 「教師の態度」,また実線で囲った中カ

テゴリーの「教授活動」 「学習活動」 「授業の展開,

集合と移動」,さらに点線で囲った小カテゴリー

の「教授技術」 「教師と子どもの相互作用」 「子ど

もの相互作用の組織」 「子どもの学習」である。

図1の体育授業の要素の構造は,次の3点から

説明される。第1に,教師の教授である「教授活
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動」と子どもの学習である「学習活動」から構成

された授業実施段階の「授業の実施」という要素

があり,その中の「教授活動」と「学習活動」の

重なった部分に「相互作用」と「相互作用の組織

化」がある。また, 「教授活動」と「学習活動」

の重ならない部分に「教授技術」と「子どもの学

習」がある。そして,この「授業の実施」を子ど

もの学習規律や行動の統制に関する「授業の展開,

集合と移動」が支えている。第2に,この「授業

の実施」より以前に授業を準備する要素として

「授業の計画」と場づくりや安全確保等の「学習

環境」がある。第3に, 「教師の態度」が他のカ

テゴリー全体を支えているのである。

教育実習前に実施した模擬授業の後に,米村他

(2008)が開発した模擬授業のテスト映像を学生

に視聴させ書かせた感想が,この体育授業の要素

の枠組みをカバーしていれば,この模擬授業は,

授業を観察する観点を養成する上で効果があった

といえるであろうと考えた。

本研究の目的は,体育の模擬授業を観察して体

育授業の要素に気づくことができたのかという観

点から,広島大学教育学部の「初等体育科教育法

I」で実施した模擬授業の効果を明らかにするこ

とである。
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図1　体育の授業を観察する枠組み:カテゴリーの構造

表1　体育の授業を観察する枠組み:木原他(2008)

授業の実施

教 授 活 動 一教授技術, 教師と子どもの相互作用,

l 子どもの相互作用の組敬 子どもの学習学 習 活 動

授業の展開, 集合と移動

授 業 の 計 画

学 習 環 境

教 師 の 態 度
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2.研究の方法
1 )対象の授業の概要

広島大学初等教育教員養成コースでは表1のよ

うに,小学校教員免許取得のために　3, 4セメ

スターに選択必修の「初等体育」と「体育科学習

材講義」, 5セメスターに必修の「初等体育科教

育法I」, 6, 7セメスターに選択の「初等体育

科授業研究」と「初等体育科教育法Ⅱ」を開設し,

「初等体育」の実技と「体育科学習材講義」と

「初等体育科教育法I」及び「初等体育科授業研

究」の模擬授業,さらに「初等体育科教育法Ⅱ」

で実技指導実習という体験的学習を位置づけてい

る。 「初等体育科教育法I」の後半は理論の講義

である。これらの体験と講義を通して,体育授業

を指導する際の問題に気づかせるとともに,その

問題解決に必要な知識と技能を習得させようとし

ている。

本研究の対象は, 2008年度前期開講の「初等体

育科教育法I 」で行われた模擬授業を体験した学

部3年生である。

受講生は,水曜日の1, 2限と金曜日の7, 8

限に開講された「初等体育科教育法I」のうち,

どちらかの曜日の授業を受講した。

受講生は,マット運動かソフトバレーボールの

どちらかを選択し,模擬授業を行った。

模擬授業の参加者は2つのグループに分かれ

た。さらに,それぞれのグループは4つの斑(5

人～8人)に分かれ,それぞれの斑が1回ずつ教

師役として模擬授業の指導を行った。 1つのグル

ープの中の残りの3つの斑は生徒役として模擬授

業に参加した。模擬授業は45分授業とし, 4週

にわたって計4回行われた。模擬授業中,教師役

の正員は,順に交代してTl (主指導教員)とし

て必ず指導を行った。また, Tl以外の教師役の

班員はTT (ティーム・ティーチング)の一人と

してTlを補助した。

なお,模擬授業の内容は表2のように指定した。

まずマット運動は, 1回目は前転を入れたお話マ

ット又は連続技, 2回日は後転とお話マット又は

連続技, 3回目は開脚前転とお話マット又は連続

技, 4回目は川跳び又は側転とお話マット又は連

続技であるO次にソフトバレーボールは, 1回日

はアンダーハンドサーブとゲーム記録, 2回日は

アンダーハンドパス, 3回目はオーバーハンドパ

ス, 4回目はサーブレシーブとゲーム記録である。

2)資料の収集と分析の方法

米村他(2008)が開発した2種類のテスト映像

表2　広島大学教育学部初等教育教員養成コースの体育科目と教育実習関連科目(2006)

セ メ ス ター 1 2 3 4 5 6 7 8

科 目 名 初等体育
体育科 学習
析講義

初 等体育科
教育法 I

初等体育科
授業研究

初 等体育科
教育法Ⅱ

必修 の区 別 選択必修 選 択 必 修 選 択 選 択

内容 の概 要 実 技 .
実技 と模擬
授業

講義 と模擬
授業

講義 と模擬
授業

実技指導実習

担 当教 員 数 4 1 1 1 1

授 業 種 別 教科専門 教科専門 教科教育 教科教育 教科教育

学 生 数 約180 83 205 25 19

教 育 実 習 小学 校教育 教育入 門の 教育 実習観 教育実習指導 小学校教育 インタIンシップ
関 連 科 El 実習入FI1 学校体験 察 (選択) A (観察実習) 実習 I 型実習(選択)

期 間 1 日 1 日 1 日 3 日間 5週間 2週間

開 講 場 所 附属小学校 東広島市立小 附属小 学校 附属小学校 附属小 学校 東 広 島市 立
3校 3校 3 校 3 校 小学校

学 生 数 161 190 102 185 183 29

表3　初等体育科教育法l　模擬授業部分の指導計画

模 擬 授 業 模擬授業(書珪 模擬授業(書証 模擬授業③斑 模擬授業⑥珪

マット運動
前転を入れたお話マツ 後転+ お話マット (又 開脚前転十お話マット 川跳び又は側転+ お話
ト (又は連続技) は連続技) (又は連続技) マット (又は連続技)

ソフ トバレーボール
アンダーハンドサーブ
(ゲーム記録) アンダーハ ンドバス オーバーハンドパス

サI プレシープ (ゲー

ム記録)
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を15分間視聴して「映像を見て,あなたの感想

を述べてください」と指示し10分間で自由に記

述させた。この課題を模擬授業前と模擬授業後に

同一の条件で実施した。視聴させた2種類のテス

ト映像のうち,生徒役の学生が行った形成的授業

評価の結果が高かった方の映像の感想を分析の対

象とした。また,模擬授業前と模擬授業後におけ

るテスト映像の感想の両方を分析の対象とし,受

講した3年生計250名の感想文の中から,無作為

に抽出した計20名の記述を用いた。

記述の分類と命名はKJ法(川喜田, 1967)を

用いて行った。分類の際には,分析の対象の感想

を,意味のまとまりごとに区分してひとつの記述

として分類した。

なお, KJ法を用いた分類は,模擬授業を指導

した大学教員1名(16年現職に従事)とTAとし

て指導した大学院生3名(うち1名は19年間小

学校教員に従事)で行った。分類を実施したメン

バーの間で意見が分かれた記述の分類は意見が一

致するまで議論し一致しない場合は分類からはず

した。

3.結果と考察
1 )模擬授業前の感想の分類結果

図2は模擬授業前の感想を分類し命名したカテ

ゴリーとカテゴリー間の関係を示している。

(蟹数77) <内批判的記述教14 :全体の18%>*
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大カテゴリーは,太線枠で囲った「授業の実施」

と「授業の計画」と「授業から受ける印象」の3

つである。授業実施段階の要素の大カテゴリー

「授業の実施」は,教師の一斉指導場面の発話を

中心とする「教師の指導言」と子どもの学習を促

す発話を中心とする「子どもの学習の組織」,さ

らに「教師の示範」からなる。授業計画段階の大

カテゴリー「授業の計画」は,安全のための場づ

くりである「安全の管理」, 「準備運動・整理運動」

や「前時の振り返り」という授業内容や授業展開

を含んでいる.大カテゴリー「授業から受ける印

象」は一般的な印象であり,教師役の学生の教師

としての身なりやふるまいである大カテゴリー

「教師としての態度」を意味するものではなかった。

2)模擬授業後の感想の分類結果

図3は,模擬授業後の感想を分類し命名したカ

テゴリーとカテゴリー問の関係を示しているo

大カテゴリーは,太線枠で囲った「授業の実施」

と「授業の計画」と「教師としてのふるまい方」

「運動に適した身なり」の4つである。大カテゴ

リー「授業の実施」は,中太線枠で囲った中カテ

ゴリー「教師の声かけ」, 「子どもの学習の組織」,

さらに「示範の見せ方」からなる。この中カテゴ

リー「教師の声かけ」は,教師の一斉指導場面と

個別指導場面の発話を中心とする子どもへの働き

埼Xから更ける印* (ォ.J

図2　模擬招集前の感想のカテゴリー分類図
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かけである。

そして,中カテゴリー「子どもの学習の組織」は,

点線枠で囲った4つの小カテゴリー,つまり,千

どもに学習課題を共有させる発話の「共有」とグ

ループの発表会で子どもの観察を促す「発表会で

の相互評価」,一斉指導場面の「説明の仕方」,安

全な場づくりの「安全への配慮」から構成される。

右側にある大カテゴリー「授業の計画」は,中

太線枠で囲った3つの中カテゴリーから構成され

る。それは, 「課題の例示」という授業の内容の

説明, 「授業の流れ」という授業展開, 「掲示物の

見やすさ」という学習環境の整備に相当するカテ

ゴリーである。

上部にある太線枠で囲った大カテゴリー「教師

としてのふるまい方」 「運動に適した身なり」は,

教師役の学生の行動と服装等の身なりに関する教

師らしさという観点から見た記述である。

表4は,模擬授業後の感想を分類して得られた

カテゴリーごとに,そのカテゴリーの内容を示す

感想の代表例を示したものである。

3 )模擬授業前と模擬授業後の感想の相違点

模擬授業前と模擬授業後の感想の分類結果を比

較して,変化した点とその変化を生んだ要因を考

察する。

第1に,模擬授業前と模擬授業後の大カテゴリ

ーを比較すると, 「授業の実施」と「授業の計画」

は同一であり,模擬授業前の一般的な印象を語っ

た「授業から受ける印象」は模擬授業後には無く

なりその代わりに,教師役の学生の行動や服装等

の身なりから受ける教師らしさを意味する「教師

としてのふるまい方」 「運動に適した身なり」と

いうカテゴリーが登場した.

第2に,模擬授業前と模擬授業後の中カテゴリ

ーを比較すると,模擬授業前の「授業計画」の中

にある「準備運動,整理運動」 「前時の振り返り」

「本時の流れの伝達」 「次の授業の見通し」は模擬

授業後の「授業の流れ」に含まれるカテゴリーで

ある。また「安全の管理」は模擬授業後には「授

業の計画」という計画段階には見られなくなるが

「授業後の実施」という授業の実施段階のカテゴ

リー「安全への配慮」として出現する。逆に模擬

授業前になかった「課題の例示」 「掲示物の見や

すさ」という中カテゴリーが新たに登場する。

「授業の実施」の中にある中カテゴリーに関し

ては, 「教師の示範」は「示範の見せ方」に, 「教

図3　模擬授業後の感想のカテゴリー分類図
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表4　模擬授業前のカテゴリーと具体的記述の代表例　*のついた記述は批判的記述例

… 授業の実施

1 . 子 どもの学習の組織

1.1 共 有

1.1.1 良い動 きの共有 1.1 .一. 新 しいアイデアが出た ら全員 に見せ る。

1.1.1.1 共有 するこ との効果 1.1.1.1. 途 中で見せる ことで . 他の淀への刺 激につながる 0

1.1.2 質問の共有 * 1.1.2. 同 じ質問が複 数回出るな ら, 全体で説明す る方が効率 的である 0

1.1.3 課題 の共有
* 1.1.3. 最初 のポイ ン トを発表 させる とき先生対一 人の児童 の会話 になっていた 0 全員 に向

かつて発表 させ る方が よい 0

1.2 発表会での相互評 価

1.2 .1 交 流 1.2 .1 . 各班の交流会 を位 置づける 0

1.2 .1.1 学習 課題 と学習活動の

整合性
* 1.2 .1.1. 交流 は多かつたが , 前転のポ イン トをお さえて活動 で きていたかは疑問であ る。

】.2 .1.2 自己評 価の必 要性 * 1.2 .】.2 . 他 の法 からア ドバイス をもらった後 に▼ 自分 たちで振 り返る時間が必要 0

1 .2 .2 観 察 1.2 .2 . い ろい ろな姓 の発 表がみられるのは よい 0

1.2 .2.1 観察 の観点 の指示 1.2 .2.1 . 見合 うポイ ン トを明確 に指示す るの はよい。

1.2 .2.2 運動 のポイ ン ト * 1.2 .2.2 . ぶつ かるか もしれない。

1.2 .2 .3 運動 の良 し悪 し 1.2 .2 .3. 改善点 も指摘 し合 うよ う促 され ていたのが良 い。

1 .2 .2 .4 教 師の観察 の対 象 * 1.2 .2 .4 . 片方の マッ トだけにいるのでは なく, 2 回 E]の発表 時は反対 側のマ ッ トを見 るべ き0

一.2 .3 時 間の活用 I.2 .3 . 発表の させ方 は時 間を有効 に使 うための工夫が なされている 0

1.3 説明の仕方 * 1.3 . 「5 回の前転 ジャンプ」 を演技 に組 み込 む とい う説明がわか りにくか った。

1.4 安全への配慮 * 1.4 . 発表時に隣同士のマ ッ トでや るの は少 し危ないか もしれない。

2 . 教師 の声 かけ

2 .1 話 し方

2 .1.1 声の 出 し方 2 .1.1. はきは きして いて聞 き取 りやすい 0

2 .1.2 身ぶ り手ぶ り 2 .1.2 . ジェスチ ャー を交 えた説明 は , 児童に伝わ りやすい。

2.2 子 どもとのかかわ り方 2 .2 . 子 どもとの関わ り方が上手 だったので , 子 どもの活動 も活発 だった0

2.3 教師の声かけの内容 2 .3 . 子 どもに対す る個 人対応 と全体対 応の両方 ともうま く, 蛮 める .励 ますがで きていた 0

2 l4 声かけの効果 2 .4 . 児童への声かけが 意欲向上 に効 果的。

2.5 で きない子への対応 2 .5 . で きない子 どもへ もきちん とア ドバイスで きていた 0

2.6 で きない斑への対応 2 .6 . うまく進んでない斑 や困 って いる子 どもへの声かけ などの配慮が な されていた。

2.7 主体的な学習への配慮 2 .7 . 巡回時の子 どもとのやりと りは , ア ドバ イス しつつ も子 どもに考 える余地 を残す 0

3 . 示範の見 せ方 3 . 見本 を見 せる ときに , リズム を取 った りコツ を教 えなが ら行 っていた のがわか りやすい 0

(2 ) 授業の計画

1 . 課題の例示 1 . は じめにい くつかの案 を提示 したの は , 児童 が考えやすか った 0

1.1 例示の量 * 1.1. 示範や図 を用い た説明 は具体 的で よいのだが ,4 つ も提示 されると児童は工夫 しに くい0

I.2 内容の安全性
* 1.2 . 外 側か ら内側へ向かって前転 ジャ ンプを して真ん中で向かい合 う動 きを例 として提示

していたが . 安全性の面でや や不安 がある 0

2 . 掲示物の見や すさ 2 . 見えやす い位 置に掲示するのが良い 0

2.1 使用する漢字 * 2 .1. 「劇」 とい う漢字は学習 してい るのか ?

3 l 授業の流 れ

3.1 前時 とのつなが り 3 .1. 生徒 と一緒 に前時 の振 り返 りをする ことで コツをしっか り確認 で きる。

3.2 次時 とのつ なが り 3 .2 . 次時 に発表会 をす ることを伝 えるこ とで意欲がわ く0

3.3 授 業の見通 し 3 .3 . 授業の最初 に今 日することを児童に伝 えることで , 児童 は見通 しをもって活動で きる0

3.4 時間の見通 し 3 .4 . 活動時間 をあ らか じめ指示で きていたので動 きやすい 0

3.5 指導案

3 .5 .1 体調チ ェック * 3 .5 .1. 体調チ ェックが ないのは ?

3 .5 .2 準備運動 * 3 .5 .2. 安全確認 .体調 チェ ック . 準備運動 は入 れるべ きではないか。

(3 ) 連動 に適 した身 なり * (3 ) 髪の毛は結んだ方 が よい0

(4 ) 教師 と しての ふるまい方 (4 ) 堂々 としてい て, 見 ていて安心感 があ る0 しっか りと しゃべ るのは大切 e
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師の指導言」は「教師の声かけ」に対応し, 「子

どもと学習の組織」は模擬授業前後で変化はない

ので,前後の変化はないと考えられる。

模擬授業前にはなく模擬授業後に出現した「運

動に通した身なり」と「教師としてのふるまい方」

は,表1にあった「教師の態度」と同一のカテゴ

リーである。この「堂々としていて,見ていて安

心感がある」とか「髪の毛は結んだ方がよい」と

いう学生の記述を含むカテゴリーを出現させた要

因は,模擬授業で教えるという体験をしたことと

共に, 「教育実習指導A」 (表2参照)の説明会で

「教師としての態度」の講話を聞いたことにある

と思われる。

模擬授業後の感想で教師役の女子学生がピアス

をしていたことを問題であると指摘したA君は,

模擬授業後に行ったインタビューで次のように述

べた。

「授業をするんであれば,その,やるからには

ちゃんと,まず,自分が見られるって思わないと,

じゃないですか。今回は学生だけど,子どもだっ

たらほんとだったら,すごく先生を見るから,ち

しここにピアスしてたら,あ先生ピアスしててい

いなみたいな。なんかもう,あるべき姿ってのが

なんか自己検閲っていうか,一回自分が授業をす

るスタイルになった時に,ほんとにこれで,子ど

もたちの前に立っていいんかなみたいな,は考え

るべきではないんかなって。僕もだから,僕は模

擬授業したときは,ジャージもシャツも入れてた

し,く後略)」

模擬授業を実施している同時期に,模擬授業後

に実施される「教育実習指導A」の説明会があっ

た。そこでは,附属小学校の3日間の「教育実習

指導A」のために,まず教師として必要な心構え

や態度が指導されると共に,授業や子どもを観察

する視点,附属小学校までの交通手段の説明等が

なされた。特に,教師として必要な心構えや態度

として,教育実習生の身分であろうと学校では教

師であり,教師として求められる「服装や身だし

なみ」,子ども-の「公平な態度」や子どもの

「個人情報の保護」 「危険の管理」の徹底が指導さ

れる。 A君が, 「服装や身だしなみ」の点からピ

アスをしていた教師役の女子生徒を「教師として

のあるべき姿」ではないと判断した背景には,こ

のような教師として必要な心構えや態度の指導が

あったように思われる。

第3に,模擬授業前と模擬授業後の小カテゴリ

ーを比較すると,模擬授業前よりも模擬授業後の

方が中カテゴリー「子どもの学習の組織」の内容

が詳細になり,個数も22個(29%)から34個

(40%)に増加している。模擬授業前の「グルー

プによる相互評価活動」は授業の最後に行った発

表会で班の相互の評価を組織した教師の働きかけ

のことであり,事後の「発表会での相互評価」に

対応している。ただし,模擬授業後の「発表会で

の相互評価」は,教師が行った「相互評価」の組

織の対象の違いによってさらに「交流」 「観察」

「時間の活用」と区分され, 「交流」と「観察」は

より細分化したカテゴリーに分類される。

また, 「良い動きの共有化」は集団で運動する

マット運動の作品を創る練習で生徒役の学生が良

いアイデアを出した時にその作品を学級全体に紹

介した教師の働きかけであり,事後の「共有」に

対応する。ただし, 「共有」は「質問の共有」 「課

題の共有」 「良い動きの共有」と共有した動きの

内容によってさらに分類される。

さらに,模擬授業前の「各社へのアドバイス」

は事後の「説明の仕方」に相当する。

模擬授業で教師役と生徒役を体験した受講生

は,授業の最後に行った発表会で斑の相互の評価

を組織した教師の働きかけに関して,教師の働き

かけた対象をより具体的に気づけたことを示して

いる。同様に,生徒役の学生が良いアイデアを出

した時にその作品を学級全体に紹介した教師の働

きかけに関しては,生徒役が共有した動きの内容

をより具体的に気づくことができたことを示して

いる。この変化を生んだ要因は,模擬授業で教師

役と生徒役を体験したことが, 「子どもの学習」

を組織する教師の働きかけをより具体的に気づか

せたことにあると思われる。

第4に,模擬授業前後の感想の変化をその数の

変化という点から検討する。感想の記述の総数は,

77個から85個に増加したがそれほど大きな増加

ではない。ところが,問題点の指摘等の否定的な

評価が模擬授業前14個　　　　に対し模擬授業後

は27個　　　　と2倍近くに増加している。

木原他(2007)によれば　2006年度前期に実施

した「初等体育科教育法I」の模擬授業では,多

くの学生が模擬授業後に,自分たちの指導に問題
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があることに気づけたとしている。その問題とは,

「教師の活動」という授業実施能力, 「授業に関す

る知識」という教材や指導計画作成の知識, 「教

師の心の余裕」という教師としての資質, 「生徒

の思い」という授業を受ける子どもの視点である。

こうした「自分たちの指導の問題点」に気づいた

ことが,模擬授業を観察するレベルを向上させ,

テスト映像を視聴した際の否定的な評価の増加に

つながったと思われる。

4)模擬授業後の感想と「体育の授業を観察する

枠組み」 (木原他, 2008)との比較

図2の模擬授業後の感想には,表1 「体育の授

業を観察する枠組み」の「授業の実施」と「授業

の計画」と同一名称の太線枠で囲った大カテゴリ

ー,そして「教師の態度」と同一内容と考えられ

る太線枠で囲った大カテゴリーの「運動に適した

身なり」と「教師としての振る舞い」がある。

また,表1のマットの場づくりや掲示物を準備

するなどの大カテゴリーの「学習環境」は独立し

たカテゴリーとして図2には分類されていない。

ただし,図2の「授業の実施」の中の点線で囲っ

た小カテゴリー「安全への配慮」は,実際の記述

に「発表時に隣同士のマットでやるのは少し危な

いかもしれない」とあるようにマットの場づくり

に着目したカテゴリーであり, 「授業の計画」に

ある中太線枠で囲った中カテゴリー「掲示物の見

やすさ」とともに表1の「学習環境」にあたるカ

テゴリーと考えられる。

さらに,表1の中カテゴリー「教授活動」は教

師の一斉指導や個別指導を意味し, 「うまく進ん

でない斑や困っている子どもへの声かけなどの配

慮がなされていた」という実際の感想を含む図2

の中太線枠で囲った中カテゴリー「教師の声かけ」

に相当する。そして,図2の「教師の声かけ」の

中の小カテゴリー「話し方」は, 「はきはきして

いて聞き取りやすい」という実際の感想にあるよ

うに発話や身振りで直接子どもに指導する行動な

ので,表1の小カテゴリーの「教授技術」に相当

すると思われる。これと同様に図2の小カテゴリ

ー「教師の声かけの内容」は, 「子どもに対する

個人対応と全体対応の両方ともうまく,褒める・

励ますができていた」とあるように,表1の小カ

テゴリーの「教師と子どもの相互作用」に相当す

絹・松下　篤・林　　楠・松田泰走

る。さらに,表1の小カテゴリーの「子どもの相

互作用の組織」は, 「新しいアイデアが出たら全

員に見せる」や「各班の交流会を位置づける」と

いう記述を含む,図2の小カテゴリー「子どもの

学習の組織」に対応すると思われる。

しかし,表1の中カテゴリー「学習活動」と

「授業の展開,集合と移動」,さらに小カテゴリー

「子どもの学習」は,図2の中にはみあたらない。

模擬授業の体験は,受講生に対してこれらのカテ

ゴリーへの気づきをあまり促さなかったといえる。

模擬授業は学生が生徒役を演じているので,敬

師役の学生は生徒役の学生の集合や移動をスムー

ズに行うことができ,計画した内容を展開するこ

とに国難を感じない。そのた捌こ, 「移動する前

に移動の仕方を説明した方がよい」等の「集合と

移動」に関わる観点への記入が見られなかったと

考えられる。

また,まだ実際の小学生を教えた経験がないた

めに, 「子どもたち同士のかかわり合いがたくさ

んあった」等の子どもの学習そのものにかかわる

「子どもの学習」という観点への記述がなかった

のだと思われる。

4.まとめ

本研究の目的は,体育の模擬授業を観察して体

育授業の要素に気づくことができたのかという観

点から,広島大学教育学部の「初等体育科教育法

I」で実施した模擬授業の効果を明らかにするこ

とである。その結果は次のようにまとめられる。

1.模擬授業で教師役と生徒役を体験したことが,

「子どもの学習」を組織する教師の働きかけと

いう体育授業の要素をより具体的に気づかせた

と思われる。また,模擬授業後の反省会で先生

役の学生の「授業の問題点」に気づいたことが,

模擬授業を観察するレベルを向上させたと思わ

れる。さらに,模擬授業に加え,教育実習のガ

イダンスで「教師としての態度」の講話を聞い

たことが「教師の態度」に対する見方を意識さ

せたと思われる。

2.模擬授業では生徒役が大学生であるため,

「子どもの学習」そのものや「集合と移動」の

指導は意識しにくい観点である。しかし,小学

校の教育実習ではこれらは重要な体育授業の要

素である。反省会で模擬授業と小学校の教育実
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習との条件の違いを踏まえてこれらの要素の重

要性をさらに説明する必要がある。

3.総じて,分析の対象とした模擬授業は体育授

業を観察してその要素に気づくという観点から

一定の効果が見られたといえよう。ただし「子

どもの学習」そのものや「集合と移動」の指導

という意識しにくい要素に気づかせるために模

擬授業の進め方を改善する課題が残された。
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本研究の一部は,日本学術振興会科学研究補助
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者・木原成一郎)の補助を受けて行われた。
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